
模擬選挙 
教材作成用マニュアル 

一般社団法人 燕三条青年会議所 

２０１４年度 地域の市政委員会 



１． 授業の流れ 
中学生の一般的な授業時間は５０分です。公開討論会を行う
か否かで使用コマ数が変わります。 

 導入  ＜3分＞ 
講師自己紹介及び趣旨説明 

選挙において判断する際の流れについて学習する 

直前に行われた公開討論会の映像を見て、各候補
の主張を映像を通して確認する。 
※公開討論会が中止の場合は省略 

 判断フロー学習 ＜１２分＞ 

 公開討論会の映像を見る ＜４５分＞ 

 模擬投票 情報収集 ＜１５分＞ 
各班に分かれ、模擬投票ための情報収集を行う 
ワークシートを使ったグループディスカッションを行う 

 模擬投票 ＜１０分＞ 

自分の意見に近く、またみんなのためになる主張に
投票を行う 

 まとめ・アンケート ＜５分＞ 
選挙は自分たちが生きる「未来」を決める大切なも
のということを伝え、「選挙」について考えることを促
す。また、アンケートを通じて習得度を確認する。 

実際の授業では、予定時間より遅れる場合が多いです。
児童、生徒からの質問時間は必ず設けてください。 
映像がない場合は省略して下さい 



２． 模擬選挙の実践モデル 

【１】 導入 ＜3分＞ 

タイトル ・ 講師名を変更してください。 

趣旨に合わせて説明を変更してください。 

講師や講師の所属先を説明する必要があれば変更
してください。 
なければシートを削除してください。 

同上 



２． 模擬選挙の実践モデル 

【２】 判断フロー学習 ＜１２分＞ 

変更なし。 

時事ネタで生徒が身近に感じられる政治の問題を
入れてください。 
なければ、消費税の問題を取り上げてください。 

時事ネタに関連する賛否を問う内容に差し替えてく
ださい。 
消費税の場合は変更なし。 

変更なし。 



質問に対する代表的な意見①を記載してください。 
消費税の場合は変更なし。 

質問に対する代表的な意見①の反面②、そうせざ
るを得なかった理由を記載してください。 
消費税の場合は変更なし。 

反面②の理由を記載してください。 
消費税の場合は変更なし。 

時事ネタに対する賛否があるという内容を入れてく
ださい。 
消費税の場合は変更なし。 

変更なし。 



変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 



変更なし。 

学校のルールが違うようであれば変更してください。 



２． 模擬選挙の実践モデル 

【３】 模擬投票 情報収集 ＜１５分＞ 

変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 



変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 



変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 



変更なし。 

今回の選挙のテーマに合わせた候補者のマニフェ
ストや政党の比較できるものを作成して当日配布し
てください。 
2014年度の三条市長選をテーマにするなら変更な
し。 

変更なし。 

変更なし。 



２． 模擬選挙の実践モデル 

【４】 模擬投票 ＜１０分＞ 

変更なし。 

変更なし。 

変更なし。 



２． 模擬選挙の実践モデル 

【５】 まとめ・アンケート ＜５分＞ 

変更なし。 
アンケートの項目は自由に変更してください。 
アンケートは必ずしも必要あるわけではありません。 

変更なし。 


